
ez置図画
「
ヒ
ロ
シ
マ
の
心

を
一
人
で
も
多
く

の
若
者
に
伝
え
た

い
」
と
被
爆
地
へ

の
修
学
旅
行
を
実

現
さ
せ
た
元

・
中

学
教
員
の
江
口
保

さ
ん
が
亡
く
な
っ

た
V
江
口
さ
ん
は
長
崎
で
爆
心

か
ら
八
百
メ
ー
ト
ル
の
至
近
距

離
で
被
爆
。
全
身
に
傷
を
負
い

な
が
ら
奇
跡
的
に
命
を
と
灼
£

め
、
上
京
し
教
師
に
。
一
九
七

六
年
、
東
京

・
8
飾
区
卜
平
井

中
学
の
教
員
の
と
き
、
新
幹
線

が
西
ま
で
伸
び
、
東
京
l
広
島

が
三
日
で
往
復
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
を
機
に
、
広
島
修
学

旅
行
を
実
現
さ
せ
た

V
π口
さ

ん
は
、
修
学
旅
行
の
中
学
生
と

'
同
じ
く
ら
い
の
年
の
子
ど
も
が

勤
労
動
員
の
た
め
広
島
原
爆
で

多
く
死
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

中
学
校
や
女
学
校
の
慰
霊
碑
の

前
で
、
死
ん
だ
子
の
肉
親
か
ら

話
を
聞
け
な
い
か
、
と
考
え

た
。
だ
が
、
こ
ん
な
こ
と
が
出

来
る
と
、
当
時
は
だ
れ
も
思
わ

な
か
っ
た
。
広
島
の
教
師
に
頼

ん
で
も
遺
族
の
庄
所
も
わ
か
ら

な
い
と
断
ら
れ
た
V
江
口
さ
ん

は
遺
族
を
棟
し
、
証
言
を
頼
ん

だ
。
休
み
を
つ
ぶ
し
広
島
に
行

き
、
遺
族
の
家
を
か
け
ま
わ
っ

た
。
「
あ
ま
り
辛
う
て
話
せ

ん
」
と
い
う
遺
族
を
口
説
き
落

と
し
た
V
こ
う
し
て
実
現
し
た

遺
族
の
ナ
マ
の
声
は
、
戦
争
を

知
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
の
心
を

動
か
し
た
。
「
上
平
井
方
式
」

と
よ
ば
れ
他
の
学
校
に
も
広
ま

っ
て
い
っ
た
。
平
和
教
育
と
し

て
も
大
き
な
歴
史
だ
が
、
そ
れ

ま
で
体
験
を
詰
そ
う
と
し
な
か

っ
た
普
通
の
市
民
を
w
語
り

部
ω

に
し
た
の
は
江
口
さ
ん
の

情
熱
だ
V
一
九
八
六
年
、
教
師

退
職
後
、
退
職
金
年
金
砂
す
べ

て
つ
ぎ
こ
み
、
広
島
に
台
い
ア

パ
ー
ト
を
借
り
、
ヒ
ロ
シ
マ

・

ナ
ガ
サ
キ
の
修
学
旅
行
を
手
伝

う
活
動
に
ぽ
っ
と
う
し
た
。
十

年
間
に
世
話
を
し
た
学
校
は
の

ベ
千
校
、
生
徒
数
二
十
万
人
と

い
う
マ

「
た
っ
た
一
人
か
ら
出

発
し
て
大
き
な
平
和
の
種
を
た

く
さ
ん
の
人
に
ま
い
た
」
(
葬
儀

で
、
詩
人
で
上
平
井
中
学
の
同

僚
・
石
川
逸
子
さ
ん
の
弔
辞
か

ら
)
生
涯
だ
っ
た
。

て
な
い
面
を
、
「
民
間
主
体
の
活
用
に

よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
」
に
求
め
て

い
る
と
こ
ろ
あ
た
り
、
大
い
に
議
論
が

出
そ
-
っ
。
三
歳
児
神
話
に
し
て
も
n
育
児
書
“

な
ど
で
強
調
さ
れ
六
0
年
代
に
広
ま
っ

た
と
ひ
と
と
と
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
が
、
六
三
年
の
「
児
童
白
書
」
、
同
年

の
中
央
児
童
福
祉
審
議
会
の
答
申
「
保

育
問
題
を
考
え
る
」
等
、
厚
生
省
が
子

ど
も
は
家
庭
で
育
て
る
べ
き
だ
と
強
調

し
た
こ
と
か
ら
広
ま
っ
て
い
る
。
だ

が
、
そ
ん
な
乙
介
Y
品
川
町
も
、
そ
の
厚
生

省
が
、
三
歳
児
神
話
は
根
拠
が
な
い
と

い
い
き
っ
た
乙
と
の
意
義
が
大
き
い
。

「
白
書
」
は
状
祝
の
分
析
で
あ
り
、

た
だ
ち
に
行
政
に
直
結
す
る
も
の
で
は

な
い
。
が
、
女
性
と
し
て
こ
の
白
書
の

言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
が
、
施
策
に
い

か
さ
れ
る
ζ
と
を
強
く
望
む
。

(
S
)

レ
ル
」
子
を
う
み
だ
し
て
い
る
と
分
析

す
る
。結
局
、
自
立
し
た
個
人
の
尊
重
、
多

様
な
働
き
方
の
評
価
、
地
域
の
新
た
な

共
同
性
、
地
域
の
子
育
て
支
援
力
、
過

度
の
受
験
競
争
の
是
正
等
で
家
族
、
地

域
、
職
場
、
学
校
が
変
わ
る
こ
と
で
働

く
こ
と
と
子
育
て
が
両
立
し
、
子
育
て

る

。

に

夢

が

持

て

る

社

会

の

形

成

に

つ

な

が

家

族

で

は

「

リ

プ

ロ

ダ

ク

テ

ィ

ブ

へ

る

と

し

て

い

る

。

ル
ス
/
一
フ
イ

y
」

と

い

う

言

葉

を

白

書

ひ

と

つ

ひ

と

つ

の

中

身

に

は

、

反

論

で

初

め

て

使

い

、

夫

婦

問

姓

の

歴

史

は

も

あ

る

だ

ろ

う

。

た

と

え

ば

、

子

育

て

百

年

足

ら

ず

し

か

な

く

、

若

い

世

代

で

サ

ー

ビ

ス

で

、

一

九

五

0
年
代
半
ば
か

選

択

別

姓

容

認

派

が

増

え

て

い

る

と

は

ら

、

都

市

郊

外

住

宅

が

建

設

さ

れ

、

親

っ

き

り

書

い

て

い

る

。

そ

し

て

、

夫

は

族

や

地

域

の

子

育

て

支

援

が

受

け

に

く

て

の

負

担

感

を

増

し

て

い

る

と

い

う

。

「

仕

事

」

、

妥

は

「

仕

事

も

家

事

も

育

児

い

た

め

保

問

同

所

が

増

設

さ

れ

て

い

っ

そ

し

て

出

生

率

回

復

は

優

生

学

的

見

も

」

背

負

い

込

ん

で

い

る

現

実

を

記

た

、

と

い

っ

た

書

き

方

に

は

、

そ

れ

以

性
の
負
担
の
大
き
さ
、
学

歴

偏

重

社

会

地

か

ら

論

じ

て

は

な

ら

ず

、

国

民

の

選

す

。

ま

た

、

子

育

て

の

不

安

は

、

保

育

前

か

ら

働

く

こ

と

と

子

育

て

の

両

立

を

の
負
担
(
心
理
的
、
経
済
的
)
な
ど
と
択
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
自

立

し

た

所

に

子

を

あ

ず

け

て

い

る

働

く

母

よ

も

と

め

保

育

所

運

動

を

進

め

て

い

た

女

し
、
画
一
的
、
固
定
的
社
会
の
状
視
が
個
人
と
そ
れ
を
支
え
る
家
族
、
地
域
、

り

、

孤

独

で

閉

じ

こ

も

っ

て

い

る

専

業

性

た

ち

か

ら

異

議

が

山

そ

う

だ

し

、

現

結
婚
や
家
庭
の
魅
力
を
な
く
し
、
子

育

職

場

、

学

校

の

あ

り

か

た

を

説

い

て

い

主

婦

に

高

い

こ

と

。

子

ど

も

は

三

歳

ま

在

の

保

育

所

が

ニ

ー

ズ

に

こ

た

え

き

れ

来
年
の
年
金
改
革
(
五
年
む
と
に
見
性
の
人
権
で
な
く
、
夫
の
権
益
で
あ
「
第
三
号
」
の
保
険
料
負
担
を
ど
う
藤
み
ち
さ
ん
は
、

l
自

営

業

と

同

様

各

コ

l
デ
ィ
ネ
タ
ー
を
つ
と
め
た
上
野
策
的
な
女
性
の
就
業
抑
制
が
損
か
得

直
し
)
に
向
け
、
年
金
審
議
会
の
答
申
る
」
と
い
う
。
育
児
や
汁
謹
を
担
う
尊
す
る
か
は
大
き
は
議
論
。
連
合
は
収
入
白
が
支
払
う
、

2
夫
の
社
会
保
険
料
に
さ
ん
が
「
育
児

・
介
護
を
余
儀
な
く
選
か
、
社
会
全
体
で
考
え
直
す
時
期
が
来

が
秋
に
も
出
さ
れ
る
。
し
か
し
女
性
に
業
主
婦
を
、
不
当
に
支
払
わ
れ
て
い
な
の
な
い
人
に
は
保
険
料
砂
強
制
し
な
い
加
算
、
天
引
き
す
る
、

3
所
得
に
応
じ
ほ
さ
れ
て
い
る
専
業
主
婦
も
多
い
。
政
て
い
る
」
と
述
べ
、
締
め
く
く
っ
た
。

関
す
る
税
金
や
年
金
は
、
な
か
な
か
ワ
い
「
不
払
い
労
働
者
」
と
位
置
づ
け
、

と
い
う
方
針
に
立
ち
、
「
第
三
号
」
の
所
得
税
と
一
緒
に
納
め
る
(
所
得
が
な

ィ
ジ
ョ
ン
が
見
え
て
乙
な
い
。
配
偶
者
「
不
払
い
労
働
が
女
性
の
胃
に
か
か
っ
規
程
を
「
年
収
百
三
十
万
未
満
」
か
ら
い
場
合
は
夫
が
支
払
う
)
な
ど
の
案
を

特
別
控
除
伊
磨
止
、
「
税
金
や
年
金
を
て
い
る
限
り
、
す
べ
て
の
女
性
は
"
ギ
「
年
収
九
卜
万
円
未
満
で
十
八
歳
以
上
提
示
。
配
偶
者
控
除
(
配
偶
者
特
別
控

世
帯
で
な
く
個
人
単
位
に
」
と
主
張
し
婦
的
存
在
u

で
あ
る
。
働
く
女
性
と
ギ
の
被
扶
養
者
」
と
見
直
す
案
を
、
年
金
除
は
廃
止
)
に
つ
い
て
は
、
十
五
年
位

て
き
た
全
国
婦
人
税
理
士
連
盟
は
、
六
婦
の
対
立
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
審
議
会
で
提
案
。
「
払
え
な
い
人
が
出
を
目
途
に
、
段
階
的
に
配
偶
者
控
除
を

月
二
十
日
、
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
い
」
。
結
果
と
し
て
生
じ
る
、
働
く
女
性
て
、
結
局
無
年
金
者
に
な
る
」
と
、
生
引
き
下
げ
廃
止
、
暴
礎
控
除
を
引
き
上

・
ホ
ー
ル
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
れ
か
の
低
賃
金
↓
低
年
金
に
も
言
及
、
「
将
活
福
祉
局
長
で
審
議
会
委
員
で
も
あ
る
げ
る
、
二
人
分
の
基
礎
控
除
が
適
用
さ

ら
ど
う
す
る
!
税
金
と
年
金
」
を
開
来
は
育
児

・
介
護
休
業
期
聞
を
勤
続
年
桝
本
純
さ
ん
が
説
明
し
た
。
れ
る
、
二
分
二
乗
方
式
と
の
選
択
制
に

き
、
広
く
議
論
を
行
っ
た
。
数
に
算
入
す
べ
き
」
と
提
言
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
太
田
さ
ん
は
、
「
子
す
る
な
ど
い
く
つ
か
の
代
替
案
を
提
示

。

パ

ネ

ル

デ

ィ

ス

カ

ッ

シ

ョ

ン

で

は

、

ど

も

は

別

と

し

、

大

人

は

働

け

る

か

、

し

た

。

現
年
金
制
度
で
は
、
第
三
号
被
保
険
日
本
の
女
性
の
現
状
を
踏
ま
え
、
具
俸
働
は
な
い
か
選
択
の
余
地
が
あ
る
。
専
基
調
講
演
の
冒
頭
、
「
第
三
号
当
事

者
(
会
社
員
や
公
務
員
に
扶
聾
さ
れ
て
的
改
革
案
も
示
さ
れ
た
。
業
主
婦
を
自
ら
選
択
す
る
女
性
も
多
者
た
ち
の
声
が
聞
ζ
え
て
こ
な
い
」
と

い
る
配
偶
者
)
は
、
保
険
制
を
払
わ
日
弁
連
両
性
の
平
等
委
員
会
委
員
の
く
、
専
業
主
婦
は
無
業
と
い
え
と
社
会
い
う
が
あ
っ
た
が
、
三
号
被
保
険
者

ず
、
年
金
が
受
け
取
れ
る
仕
組
み
。
保
斎
欝
誠
さ
ん
は
、

l
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
的
弱
者
で
は
な
い
と
考
え
る
」
。
斎
藤
さ
が
多
数
の
職
場
で
働
く
会
場
参
加
者
か

険
料
は
第
二
号
被
保
険
者
(
会
社
員

・

妥
が
百
=
一
万
円
歩
越
え
て
働
く
と
、
夫
ん
も
「
第
三
号
被
保
険
者
の
保
険
料
免
ら
は
「
年
金
保
険
制
は
夫
が
払
っ
て
い

公
務
員
)
全
体
で
負
担
し
て
い
る
。
専
の
課
税
所
得
か
ら
配
偶
者
控
除
が
な
く
除
は
八
五
年
に
で
き
た
も
の
で
、
そ
れ
る
と
思
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
夫
の
方

業
主
婦
は
夫
が
死
亡
の
場
合
、
遺

族

厚

な

り

、
特
別
配
偶
者
控
除
が
減
額
さ
れ
ま
で
は
無
業
の
主
婦
の
七
割
が
任
意
加
も
そ
う
で
は
な
い
か
。
き
ち
っ
と
説
明

生
年
金
(
夫
の
老
齢
厚
生
年
金
の
四
分
る
、
2
企
業
の
配
偶
者
手
当
が
カ
ッ
ト
入
し
て
い
た
」
と
、
い
ず
れ
も
「
負
担
し
て
い
け
ば
分
か
り
、
制
度
も
変
わ
っ

の
三
)
を
受
け
取
る
が
、
離
婚
の
場
合
さ
れ
る
、

3
委
の
年
収
が
百
三
十
万
円
す
べ
き
」
と
い
う
意
見
。
て
行
く
の
で
は
な
い
か
」
と
発
言
が
あ

は
基
礎
年
金
し
か
な
い
。
を
越
え
る
と
天
の
扶
養
家
族
か
ら
は
ず
全
国
婦
人
税
理
士
連
盟
元
会
長
の
遠
っ
た
。

女
性
の
賃
金
は
、
男
性
の
約
半
分
と
れ
、
年
金
保
険
料
や
医
療
保
険
料
を
払

い

市
、
力
伝
統
的
な
価
値
観
の
ま
ま

w
嫁
u

を
求
め
る
炭
山
村
部
の
問
題
を

あ
げ
、
若
い
女
性
の
来
た
が
る
農
村
の

あ
り
方
や
、
現
在
の
保
育
サ
ー
ビ
ス
の

不
十
分
さ
砂
あ
げ
て
い
る
。

職
場
で
は
男
性
中
心
の
企
業
風
土
が

女
性
を
排
除
し
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ヨ

ス
メ
ン
ト
を
生
ん
で
い
る
。
学
校
は
成

績
の
い
い
子
が
「
良
い
子
」
と
さ
れ
る

あ
ま
り
、
居
場
所
の
な
い
、
す
ぐ
「
キ

で
は
母
が
育
て
な
い
と
悪
影
響
を
及
ぼ

す
と
い
う
「
一
二
歳
児
神
話
」
は
合
理
的

根
拠
は
な
い
と
言
い
切
り
、
ま
た
、
育

児
の
大
半
は
父
親
で
も
で
き
る
こ
と
を

強
調
し
て
い
る
。
ひ
と
り
親
家
庭
も
、

本
文
で
は
離
別
が
増
え
て
い
る
事
実
を

淡
々
と
記
述
し
て
い
る
に
止
め
て
い
る

が
、
コ
ラ
ム
等
で
強
く
い
き
い
き
と
生

き
て
い
る
姿
を
描
い
て
い
る
。

地
域
で
は
、
人
間
関
係
の
希
薄
な
都

第 1200号

が
問
題
と
指
摘

「
役
割
分
業
」

アファーマティブ・7フクションで

全国婦人新聞社

女性の地位向上を 11

少子社会を考える

結
婚
や
子
育
て
に
夢
持
て
る
社
会
を

振替口座 00150・7・172320
(郵送料、消費税込み・前納)

区.
尽.

厚
生
省
の
出
し
た
「
厚
生
白
書
」
(
平
成
叩
年
版
)
が
評
判
に
な
っ
て
い
る
。
「
少
子
社
会
を
考
え
る
」
室
テ
l
マ
に
書
い
た
も

の
だ
が
、
日
本
の
出
生
率
が
下
が
っ
て
い
る
の
は
(
二

O
O七
年
以
降
、
人
口
は
減
少
す
る
)
、
「
結
婚
や
子
育
て
に
η

夢
“
を
持

て
な
い
社
会
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
問
題
提
起
。
夢
の
持
て
な
い
原
因
を
、
ま
だ
残
る
「
役
割
分
業
社
会
」
、母
の
み

に
お
し
つ
け
ら
れ
る
子
育
て
責
任
、
不
十
分
な
子
育
て
支
援
策
な
ど
と
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
l
の
視
点
か
ら
分
析
し
た
新
鮮
な
文
書
に

な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
ま
た
、
カ
ッ
ト
や
コ
ラ
ム
(
実
例
の
取
材
も
あ
り
、
評
判
の
本
か
ら
の
引
用
も
あ
る
)
、
マ
ン
ガ
な
ど
も
い

れ
た
ソ
フ
ト
な
つ
く
り
も
、
官
庁
の
白
書
ら
し
く
な
く
読
み
や
す
い
。

厚生白書 には力ットもたくさん入り
腕みやすい

第1部
少子社会を考える
帽子どもをE崎将Zと川畑てる織をー

第3種郵便物認可)

月3回発行(10日、20日、30日)
購読料 l年 6，500円

昭和46年7月30日

白
書
の
姿
勢
は
、
結
婚
や
子
育
て
に

夢
砂
持
て
る
社
会
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

問
題
は
解
決
し
な
い
と
言
い
、
国
民
的

論
議
歩
期
待
し
て
い
る
。
夢
が
な
く
な

っ
た
原
因
を
、
役
割
分
業
社
会
で
の
女

性
の
不
満
か
ら
く
る
結
婚
先
延
ば
し
、

仕
事
と
家
事
・
育
児
の
両
立
を
望
む
女

<1950年 4月創刊
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白書で取り上げられ た統計、共働 きの家庭でも子育ての具体的な仕事となると、主に母の役種別と考える親(父

母とも)が多く、現実はその考え以上 に母が分担 している現状がわかる、父の参加 の多いのは「遊び相手J! 
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「年金書際会に、パートタイマーや第 3号彼保険者を代表する審破
委員がいなL、Jなどの指摘も会場から出された
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全国婦人新聞社

83.8 

65.9 

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
(
仮
称
)

z= 

主主

42.2 

41.5 

38.9 

36.6 

論
点
整
理
を
ま
と
め
公
表

理想の分担

現実の分担

理想の分担
保育園のお迎え

現実の分担

理想の分担
遊び相手になる

現実の分担

理想の分担
子供が病気の時
仕事を休む

理想の分担

現実の分担

理想の分担

現実の分担

理想の分担
お風呂に入れる

現実の分担

発行所

既
報
の
と
お
り
、
男
女
共
同
参
画
審

議
会
基
本
問
題
部
会
(
岩
男
欝
美
子
部

会
長
)
で
は
十
六
日
、
「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
(
仮
称
)
」
の
論
点
整
理

を
ま
と
め
公
表
し
た
。

同
論
点
整
理
は
、
基
本
法
の
必
要

性
、
基
本
法
に
盛
り
込
む
べ
き
事
項
の

二
本
立
て
。

H

必
要
性
“
で
は
、
男
女

共
同
参
画
ビ
ジ
ョ
ン
“
の
人
権
の
確

立
、
政
策

・
方
針
決
定
過
程
へ
の
参
画

に
よ
る
民
主
主
義
の
成
熟
伊
図
る
、
ジ

ェ
ン
ダ
l
に
敏
感
な
視
点
を
定
挑
む

・
進

化
さ
せ
る
な
ど
の
五
つ
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
経

済
・
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
に
も
緊
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ビ

ジ
ョ
ン
後
の
状
視
変
化
も
加
味
し
、
審

議
会
で
は
新
た
に
、
地
球
規
模
の
経
済

競
争
の
中
で
、
環
境
と
の
共
存
を
し
な

が
ら
日
本
が
発
展
を
す
る
た
め
に
は
、

多
様
化
、
個
性
化
に
よ
る
価
値
の
創
造
、

そ
の
た
め
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
が
緊
急
課
題
と
し
た
。

同
基
本
法
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
関
す
る
基
木
的
な
方
針

・
理

念
な
ど
を
規
定
し
て
、
そ
の
実
現
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
計
画
的
に
推
進
す

る
ζ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。
人
権
の

尊
重
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を

阻
害
す
る
要
因
の
除
去
、
政
策
・
方
針

決
定
過
程
の
男
女
共
同
参
画
な
ど
砂
理

念
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
、
政
府
は
必
要
な
法
制
上
・
財
政
上

の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

行
政
へ
の
苦
情
や
基
本
理
念
に
反
す
る

人
権
侵
害
に
対
し
て
の
描
白
砂
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

同
基
本
法
は
、
市
民
団
体
が
求
め
て

い
る
男
女
平
等
オ
ン
ブ
ド
な
ど
の
監
視

機
構
の
設
置
や
、
罰
則
規
定
な
ど
具
体

的
な
内
容
を
求
め
た
H

男
夫
平
等
某
一
本

法
“
と
は
い
さ
さ
か
趣
を
異
に
し
て
い

る。

ζ
れ
は
、
基
本
法
“
が
、
李
¥

ま
で
も
施
策
実
施
の
た
め
に
必
要
な
法

制
上
の
措
置
を
包
括
的
に
規
定
す
る
た

め
の
も
の
だ
か
ら
だ
。
直
接
国
民
の
権

利
義
務
を
規
律
す
る
規
定
を
設
け
る
個

別
領
媛
は
、
他
の
個
別
法
令
が
定
め
、

基
本
法
に
期
待
で
き
る
の
は
そ
の
誘
導

的
効
果
だ
。

議
論
さ
れ
た
論
点
は
、
『
間
接
差

別
』
や
『
ジ
ェ
ン
ダ
l
』
と
い
う
言
葉

を
歩
盛
り
込
む
べ
き
か
否
か
、
家
族
的

おむつの交換

ごはんを食べ
させる

保育園の送り

1998年 6月 30B(火曜日〉
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訳
が
必
要
で
、
話
を
進
め
る
の
ス
ポ
l
y
シ
ュ
ー
ズ
や
サ
ッ
カ
さ
な
い
ジ
ャ
メ
ル
君
は
、
夕
飯
顔
が
大
き
く
載
っ
て
い
た
。
記
川

は
な
か
な
か
大
変
で
あ
っ
た

i
ボ
l
ル
の
フ
ラ
ン
ス
で
の
売
も
そ
ζ
そ
こ
に
、
我
が
家
の
長
事
を
読
み
、
彼
が
七
歳
の
時
に
川

が
、
行
進
団
の
参
加
者
逮
の
証
値
は
、
出
荷
値
段
の
百

i
千
五
男
と
、
夢
中
に
な
っ
て
遊
ん
で
工
場
に
売
ら
れ
、
そ
こ
を
逃
げ
川

一
菖
に
は
迫
力
が
あ
り
、
会
場
の
百
倍
だ
と
い
う
。
サ
ッ
カ
ー
ボ
い
た
。
あ
ま
り
楽
し
そ
う
な
の
て
ス
ト
リ
l
ト
チ
ル
ド
レ
ン
と
川

私
達
は
、
現
状
の
深
刻
さ
、
複

l
ル
を
縫
う
子
ど
も
た
ち
の
手
で
、
彼
が
ど
ん
な
生
活
を
し
て
な
り
、
マ
フ
ィ
ア
の
手
に
は
ま
川

雑
さ
を
十
分
感
じ
取
る
こ
と
が
に
支
払
わ
れ
る
の
は
、
で
は
一
い
る
の
か
な
ど
、
な
に
も
聞
か
つ
て
盗
み
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
川

で

き

た

。

と

こ

ろ

で

N
G
Oの
職
員
に
保
川

家

族

が

食

べ

て

い

く

た

め

議

さ

れ

た

、

と

い

う

こ

と

を

私

川

に
、
不

当

な

賃

金

で

重

労

働

に

違

は

知

っ

た

。

川

今
年
フ
ラ
ン
ス
は
、
奴
隷
制
川

度
を
廃
止
し
て
か
ら
百
五
十
年
川

自
に
あ
た
り
、
政
府
に
よ
る
川

様
々
な
式
典
が
続
く
。
だ
が
、
川

子
ど
も
を
こ
う
し
て
奴
隷
化
し
川

て
い
る
今
日
の
シ
ス
テ
ム
を
根
川

本
か
ら
聞
い
直
す
よ
う
な
努
力
川

を
私
達
が
払
お
う
と
し
な
い
な
川

ら
、
百
五
十
年
の
時
は
無
意
味
川

で

し

か

あ

る

ま

い

。

川

|「女性ニューズJは、読者とともにつくる新聞です |
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本紙は女性の視点で平和と平等を推進します

The Women's Neωs， Jopon 
ニニおお加

降旗あつ子

鎗点g還のまとめについて報告。右から古橋、岩男さんと
名取(男女共同診画室畏)さん

気
な
エ

l
ル
を
上
げ
て
行
進
し

た
一
行
は
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス

タ
ン
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ブ
ラ
ジ

ル
、
そ
し
て
セ
ネ
ガ
ル
の
九
1

十
五
歳
の
若
者
達
、
総
勢
一
二
十

人。

六
月
上
旬
に
国
際
労
働
機
構
の

会
識
が
聞
か
れ
る
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
。
子
ど
も
を
搾
取
し
続
け
る

閏
々
へ
圧
力
を
か
け
、
適
切
で

迅
速
な
対
策
を
と
る
よ
う
、
国

際
機
関
に
訴
え
る
ζ
と
が
彼
ら

学
校
へ
行
き
、
学
び
、
遊

ぶ
。
子
ど
も
に
と
っ
て
当
然
の

権
利
を
一
切
奪
わ
れ
、
苛
酷
な

条
件
の
下
で
様
々
な
労
働
を
強

い
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
、
世
界
に
は
一
億
六
千
万
人

も
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
現

状
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
、

三
カ
月
以
上
に
わ
た
り
世
界
中

を
歩
き
回
っ
た
デ
モ
行
進
の
一

団
が
、
先
月
二
卜
一
日
、
私
の

住
む
ラ

・
ロ
シ
ェ
ル
の
町
を
通

過
し
た
。
今
回
は
そ
の
報
告
。

「
(
子
ど
も
の
)
搾
取
に

n
o

n
f

教
育
に

o
u
--
y
」。一フ

.
ロ
シ
ェ
ル
の
駅
に
着
い
た
途

端
、
旅
の
疲
れ
も
見
せ
ず
に
元

-・・
我が家に泊まった、パキス
タンのジャメル固とコ ロン
じアのレオボルド(制

ぷ訟遅進撃参

子
ど
も
の
労
働
撤
廃
の
行
進

の
最
終
的
な
目
的
で
あ
っ
た
。

五
月
の
連
休
に
は
、
深
刻
な

話
の
催
し
に
人
が
集
ま
ら
な
い

の
が
常
の
フ
ラ
ン
ス
で
あ
る

が
、
こ
の
日
の
ラ

・
ロ
シ
ェ
ル

で
の
デ
モ
と
討
論
会
に
は
、
予

想
以
上
の
参
加
者
が
み
ら
れ

た
。
そ
の
つ
ど
数
カ
国
語
の
通

つ
く
子
ど
も
た
ち
。
貧
し
さ
を

利
用
し
、
子
ど
も
を
搾
取
す
る

こ
の
構
造
の
行
き
着
く
と
こ
ろ

は
、
少
し
で
も
安
い
も
の
を
、

と
大
手
の
安
売
り
ス
ポ
l
y
庖

へ
走
る
私
達
先
進
国
の
消
費
者

の
姿
が
み
え
て
く
る
。
パ
キ
ス

タ
ン
の
工
場
か
ら
出
荷
さ
れ
る

乙
の
「
子
ど
も
の
労
働
」
に

対
す
る
「
国
際
行
進
」
は
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
労
働
組
合
の
主
催

で
企
画
さ
れ
、
世
界
中
の
多
数

の
組
合
や
N
G
Oの
支
持
の

下
、
二
月
下
旬
に
世
界
の
三
カ

所
か
ら
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
行

進
を
開
始
し
た
。
合
流
地
は
、

体
い
く
ら
に
な
る
の
か
け

乙
の
晩
我
が
家
に
は
、
ソ
l

シ
ャ
ル
ワ
l
カ
l
の
コ
ロ
ン
ビ

ア
の
青
年
と
、
ト
五
歳
の
パ
キ

ス
タ
ン
の
少
年
ジ
ャ
メ
ル
君
が

閉
ま
っ
た
。
始
終
笑
顔
を
絶
や

な
い
と
と
に
し
た
。

翌
日
、
一
行
は
パ
リ
へ
。
シ

ラ
ク
大
統
領
と
握
手
す
る
ジ
ャ

メ
ル
君
を
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

で
見
た
。
全
国
紙
の
一
面
に

は
、
彼
の
あ
の
人
懐
っ
こ
い
笑

)
 
-(
 



子
育
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多
様
な
啓
発
運
動
展
開

聞
は
三
別
目
。

φ
向
稿
者
の
投

内
議
の
低
下
戸
決
議
制
民
で
政

治
に
つ
い
ず
品
有
限
治
改
革
関
連

四
法
に
つ
い
主
録
涯
に
闘
す

る
件
に
つ
い
亡
。
①
で
は
、
投

珂
誕
の
低
さ
の
民
託
は
何
に
あ

る
か
。
公
選
法
の
抜
本
改
E
、

当
選
議
員
の
絶
対
得
巣
率
の
基

準
を
設
け
争
必
要
は
な
い
か
な

ど
キ
品
開
い
て
い
る
。
②
は
、
政

治
改
革
関
連
四
法
の
成
立
、
施

行
で
「
改
革
」
は
果
た
さ
れ
、

国
戻
の
信
頼
を
凶
復
し
た
か
。

公
開
質
問
や
街
頭
行
動
な
ど

す
す
め
て
さ
↑

~n車
姉
人
有
税

者
同
略
(
紀
wv
悌
手
会
長
)

は
、
今
回
も
各
時
冗
へ
の
公
開

質
問
、
選
挙
事
務
所
訪
問
、
街

理
行
動
ほ
か
、
さ
黍
電
車
な
啓

発
迎
動
を
展
開
す
る
。

各
政
党
(
川
政
党
)
へ
の
回

第
十
八
回
事
議
区
議
員
通
常

選
挙
は
、
六
月
一
一
十
五
U
公

示
、
七
肩
ト
二
日
投
雨
前
に
決
ま

り
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。

創
立
以
来
、
選
挙
砲
の
有
効

な
行
使
の
た
め
の
啓
発
迦
動
を

一方
、
女
性
讃
員
を
閉
や
す

た
め
に
、
ク
オ
1
タ
制
の
羽
入

や
比
例
名
簿
の
男
友
交
互
を
各

政
党
に
強
く
働
き
か
け
て
き
た

全
国
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
議
員
連
盟

(
鐙
タ
江
洋
子
日
神
奈
川
県

・

茅
ヶ
崎
市
議
、
石
崎
た
か
よ
H

千
紫
県

・
市
川
市
議

・
共
同
代

表
)
は

1
七
日
、
白
民
、
社

民
、
民
主
、
公
明
、
改
革
ク
一
フ

ブ
、
新
社
会
、
共
産
、
自
由
、

さ
き
が
け
の
九
政
党
民
峯
院

選
の
立
候
補
者
の
一
コ
ち
顕
低
一

ou'
は
ん
民
性
に
す
る
こ
ゑ
W
比

例
代
表
制
の
名
簿
順
位
を
民
女

交
亙
に
す
る
こ
と
、
の
二
項
目

を
申
し
入
れ
た
。

一
十
五
円
に
候
補
者
の
届
け

出
が
行
わ
れ
た
が
、
鐘
ケ
江
代

表
は
「
公
市
日
で
の
顔
ぶ
れ
を
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明
広
の
賃

金
差
は
ζ
の
五
年
間
縮
ま
っ
て

い
な
い
と
い
う
。

し
か
し
、
国
会
議
員
の
四

割
、
市
議
会
レ
ベ
ル
の
五
割
は

女
性
。
五
つ
あ
る
似
の
う
ち
一
一

県
が
女
性
の
知
事
で
あ
る
。
首

都
へ
ル
シ
ン
キ
の
市
長
も
女

性
。
今
回
設
立
さ
れ
た
E
U銀

る

。

昨

年

の

総

選

挙

で

、

長

年

政

弾

ま

せ

矧

を

紅

潮

さ

せ

た

。

行

の

ト

ッ

プ

ク

ラ

ス

に

も

フ

ィ

慣
に
い
た
労
働
党
に
か
わ
り
、

「
翠
落
付
は
、

こ

こ

ま

で

ン

ラ

ン

ド

国

立

銀

行

の

頭

取

の

キ
リ
ス
ト
教
民
T
一

党

や

保

守

党

績

み

上

げ

て

き

た

女

性

の

社

会

女

性

が

就

任

し

た

そ

う

で

、

口

を

中

心

と

す

る

連

立

政

慣

と

な

宰

画

の

実

説

、

閉

山

女

平

方

宇

侵

本

と

の

差

は

た

め

息

が

出

る

ほ

っ
た
。
こ
の
ボ
ン
デ
ピ
l
ク
ロ
戻
り
さ
立
正
す
。

と

ん

で

も

な

ど

大

き

い

。

相
の
公
約
が
、
家
庭
で
子
育
て
い
こ
ζ
で

す

。

保

育

所

を

羽

や

乙

の

山

内

究

中

等

オ

ン

ブ

ド

事

聖

子

る

交

性

へ

同

に

約

五

万

円

す

ほ

う

に

税

金

を

使

う

べ

き

で

務

所

に

は

十

内

人

の

ス

タ

ッ

フ

の

「

鹿

金

給

付

」

を

叫

す

と

い

う

す

。

男

の

政

治

家

は

保

育

所

か

が

お

り

、

っ

ち

五

人

は

弁

讃

も

の

だ

っ

た

。

保

育

目

;

所

不

足

を

現

金

給

付

か

ど

ち

ら

か

を

選

べ

上

。

ピ

ル

ッ

コ

さ

ん

は

一

代

H

手

っ

と

り

早

く

補

う

た

め

の

政

は

い

い

と

高

い

ま

す

が

、

保

育

オ

ン

ブ

ド

で

あ

る

。

鏑

だ

が

、

社

会

進

出

の

実

一

周

の

所

が

足

り

念

い

現

状

で

は

実

質

「

暴

力

の

問

題

は

フ

ィ

ン

う

た

め

に

闘

っ

て

き

ト

フ

ノ

ル

ウ

ェ

的

に

選

択

で

き

ま

せ

ん

。

父

親

ン

ド

で

も

、

特

に

噴

要

視

さ

れ

ー

の

女

性

た

ち

は

カ

ン

カ

ン

だ

。

の

育

児

体

暇

期

間

を

の

ば

し

、

て

い

ま

す

。

い

ま

、

実

態

調

杏

日

本

で

も

有

名

な

男

女

平

等

も

っ

と

父

親

の

育

見

参

加

宇

遜

の

最

中

で

す

。

九

五

年

に

夫

婦

オ

ン

ブ

ド

の

事

務

所

の

と

な

り

め

る

べ

き

で

す

」

。

「

い

ま

の

首

聞

の

暴

力

が

犯

罪

と

さ

れ

争

ょ

に
男
K
4等
管

制

セ

ン

タ

ー

が

相

の

ア

ド

バ

イ

ザ

ー

は

、

女

の

う

に

な

っ

た

の

で

す

が

、

加

害

あ
る
。
国
の
機
倒
だ
が
、
国
の
仕
場
は
字
Y
包

宇

主

む

こ

と

と

宥

に

社

会

的

地

位

の

高

い

人

が

政

策

に

も

独

立

し

た

意

見

を

持

発

言

し

、

大

騒

ぎ

に

な

り

ま

し

多

く

、

被

害

者

が

な

か

な

か

実

な

か

た

け

い

こ

っ

て

い

る

。

私

た

ち

が

訪

ね

た

た

」

。

怒

る

モ

ナ

さ

ん

の

迫

力

は

態

を

訴

さ

な

い

の

で

、

医

者

や

八

七

昨

か

ら

八

九

年

ま

で

ノ

介
逗
¥
刷
所
長
モ
ナ
エ
フ
1
セ

す

む

か

つ

た

。

働

問

察

と

連

欄

怖

を

と

り

な

が

ら

や

ル

ウ

ェ

l
に
精
任
、
普
苫
「
私

ン
さ
ん
は
、
「
た
っ
た
い
ま
、

ζ
の

男

女

去

す

喜

セ

ン

タ

っ

て

い

ま

す

。

シ

ェ

ル

タ

l
の
の
出
会
っ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
」
(
ド

国
会
に
現
金
給
付
反
対
の
訴
え
で
は
、

「

男

女

平

等

は

す

で

数

?

さ

あ

、

い

く

つ

か

し

ら

。

メ

ス

出

版

)

。

九

一

年

か

ら

東

京

を
じ
て
ま
九
と
こ
ろ
」
と

息

を

に

達

成

さ

か

ぷ

る

」

と

い

う

村

に

も

町

に

も

、

と

に

か

く

た

都

府

中

市

議

。

線
復
働
を
契
機
に
同
区
民
を
巾

心
に
結
成
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

ゼ
ロ
運
動
、
発
生
涙
の
嵐
化
ピ

ニ
ル
宇
代
替
品
に
切
り
高
え

る
よ
う
生
産
省
に
求
め
る
迦
動

を
行
っ
て
い
る
。
昨
犀
十
一
月

議
会
で
も
、
「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

調
企
」
を
求
め
る
陳
情
を
行

い
、
探
択
さ
れ
、
院
予
算
に
調

科
白
が
計
上
さ
れ
た
。

今
後
、
実
施
に
吋
た
り
、
情

報
公
開
と
住
民
参
加
を
区
に
嬰

請
し
て
い
く
。

中
田
慶
子

仰
神
話
H

を
打
ち
砕
く
た
め
な
ら
な
い
こ
と
を
再
確
認
し

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
活
爾
を
た
。

お
こ
な
い
、
い
ま
だ
に
不
平
等
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
幸
速

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
を
デ
ー
に
も
超
多
忙
の
男
女
平
等
オ
ン

タ
で
示
し
て
い
る
。
プ
ド
の
ピ
ル
ッ
コ

・
モ
キ
ネ
ン

日
本
に
比
べ
ず
っ
と
進
ん
で
さ
ん
に
お
会
い
で
き
た
。
フ
ィ

い
る
と
思
え
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
ン
ラ
ン
ド
は
旧
ソ
速
の
影
響
F

も
、
不
断
の
努
h
M
が
な
け
れ
は
に
あ
っ
た
期
間
が
良
か
っ
た
の

す
ぐ
後
戻
り
し
て
し
ま
う
の
で
、
社
会
保
障
は
充
実
し
、
女

だ
。
そ
れ
だ
け
歴
史
的
、
文
化
性
の
ほ
と
ん
ど
は
仕
事
を
侍

的
な
男
女
注
別
は
蝦
深
い
。
男
ち
、
保
育
所
、
学
南
謀
宵
な
ど

支
甲
等
は
出
来
上
が
っ
て
い
る
も
充
実
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も

の
で
は
な
く
円
々
勝
ち
取
る
も
男
の
職
場
、
女
の
職
場
と
い
つ

の
、
権
利
の
よ
に
安
住
し
て
は
た
差
が
あ
り
、
企
業
の
ト
y
プフィンランド男宜平専オンプド車輯所にて

公
共
機
関
で
塩
ビ
製
品
の
使
用
禁
止

子
法
の
歴
史
や
、
法
改
正
の
ね

ら
い
、
ド
イ
Y
の
家
族
形
態
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。

昨
年
十
一
一
月
十
六
日
、
ド
イ

ツ
で
は
、
親
子
法
改
正
法
が
成

セ
し
、
民
法
典
、
手
続
法
、
福

祉
に
か
か
わ
る
宵
年
援
助
法
な

ど
が
改
正
さ
れ
、
婚
姻
締
結

法
、
扶
養
法
、
非
嫡
出
チ
相
続

是
別
撤
廃
な
ど
が
同
時
恒
行
的

に
改
正
さ
れ
た
。
同
法
の
画
期

的
な
と
こ
ろ
は
、
「
嫡
出
子
」

と
「
非
嫡
出
F
」
の
区
別
者
屍

止
、
両
者
別
々
の
規
定
で
あ
っ

た
も
の
を
一
本
化
し
十
点
だ
。

ド
イ
ツ
は
、
十
九
世
紀
に
家

父
円
目
的
な
親
子
法
を
探
用
。
日

見
る
と
自
民
、
自
由
、
民
主
を

除
く
冗
骨
ほ
候
補
者
皮
性
比
率

一一一

ovを
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

比
例
名
簿
は
民
主
、
社
民
両
党

が
上
位
四
位
ま
で
を
出
女
交
互

と
し
て
お
り
、
同
期
的
な
ζ
と

と
詐
摘
し
た
い
。
た
た
し
主
要

政
党
で
あ
る
同
民
の
K
性
比
率

は
わ
ず
か
四

・
六
γ
。
こ
の
政

党
の
抜
け
が
た
い
体
質
を
表
し

て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
」
と

感
織
を
述
べ
た
。

岩君さん

教
育
」
が
テ
マ
だ
。
食
べ

る
ζ
と
と
食
べ
る
も
の
苧
作

る
と
と
、
そ
と
か
ら
命
宇
話
相

じ
、
生
き
る
乙
と
の
感
動
か

ら
哀
の
教
育
が
生
ま
れ
る
と

い
う
考
え
だ
。

2
0
0
2年
か
ら
始
ま
る

控
眠
曹
箪

日ji{「非嫡出Ji嫡出Jの区別撤廃
子どもの権利改善したドイツ

し
、
厳
副
主
義
で
犯
罪
が
な

く
な
る
と
い
う
与
え
も
事
己

ロ
り
れ
る
し
、
い
い
方
法
だ

|子どもの権利擁護を|

、健全育成、はやめよ

く
さ
ん
あ
る
か
ら
。
今
、
十
七

の
地
績
を
選
ぴ
、
そ
こ
の
シ
ェ

ル
タ
l
で
暴
h
M
の
実
態
調
査
を

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
状
祝
が
つ

か
め
た
ら
、
な
ん
ら
か
の
効
果

的
な
対
策
が
と
れ
る
の
で
は
、

と
期
待
し
て
い
ま
す
」
。
話
が
女

性
へ
の
暴
力
に
及
ぶ
と
熱
が
人

っ
て
訪
問
時
間
宮
予
定
よ
り
，
ニ

ト
分
も
オ
ー
バ
ー
し
℃
し
ま
っ

た。
女
性
へ
の
暴
h
は
社
会
体
制

の
違
い
な
ど
に
関
係
な
く
附
界

中
に
起
き
て
い
る
。
H
本
で
は

自
治
体
レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み

も
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
指
折
っ

て
数
え
る
ほ
ど
し
か
シ
ェ
ル
タ

ー
が
な
い
状
況
は
な
ん
と
も
情

け
な
い
。
今
凶
の
訪
問
で
、
ど
ん
な
国

で
も
常
に
前
向
き
に
闘
っ
て
い

る
女
札
た
ち
が
い
る
こ
と
を
実

感
し
、
そ
の
演
や
か
な
海
勢
に

勇
気
づ
け
ら
れ
十
、
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後
戻
り
政
策
に
反
対
す
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
女
性

教
育
省
の
む
つ
の
局
に
立
性
局

長
は
一
人
。
「
職
員
は
女
性
の
万

が
多
い
の
に
ト
ッ
プ
は
興
性
が

多
い
。
会
議
は
夜
が
多
い
し
、

二

恥

在

の

↑

管

理

職

は

大

変

。

告

も
d
d
紘
一
品

r

に
一
人
ず
つ
男
広
平
等
担
当
ア

切

削

一

時

ア

お

ド

パ

イ

ザ

ー

を

お

さ

、

彼

ら

は

出

向

一

剛

一

刊

行

叩

ゆ

一

開

問

週

の

う

ち

一
円
は
男
女
甲
等
の

W
V

了一明日

wh
匁
J

ご

い

た

め

に

時

間
を
割
く
乙
と
に
な

E
月
の
初
め
六
人
の
小
さ
な
の
仕
事
が
さ
つ
く
、
一
円
中
コ
っ
て
い
ま
す
。
教
育
省
か
ら
出

グ
ル
ー
プ
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
フ
ン
ビ
ュ

l
タ
と
同
さ
合
い
，
コ
る
す
べ
て
の

x
dを
見
交
平
等

ィ
ン
ラ
ン
ド
宇
訪
ね
た
。
賢
女

l
ラ
と
ピ
ザ
で
生
き
て
い
や
4

の
制
点
か
う
ナ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

平
等
に
関
す
る
両
国
の
ホ
ッ
ト
う
な
暮
ら
L
u
に
な
っ
て
し
ま
と
で
、
か
な
り
の
政
治
的
影
響

な
状
祝
を
お
伝
え
し
た
い
。
う
乙
と
が
あ
り
ま
す
。
教
筒
、
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
。

。

臓

業

、
家
庭
の
三
つ
の
パ
ラ
ン
適
格
な
対
拙
闘
争
茨
々
出
す
教

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
オ
ス
ロ
で
ス
を
と
る
こ
と
が
女
性
の
進
出
斤
省
の
あ
り
方
は
、
日
本
の
文

は
、
ま
ず
敷
育
制
の
男
女
平
等
に
は
里
要
な
ん
で
す
」
。
部
省
と
は
ず
い
ぶ
ん
ち
が
う
白

局
を
品
ね
、
ス
タ
ッ
フ
の
ト
ー
ま
た
、
こ
の
局
の
代
市
中
に
は
象
た
。

ネ
・
エ
ン
ゲ
さ
ん
か
ら
う
か
が
教
育
省
白
体
の
男
女
平
等
堂
進
実
は
い
ま
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
は
、

っ

た

。

め

る

ζ
と
も
肯
ま
れ
て
い
る
。
女
性
政
策
の
大
転
換
点
に
い

男
女
半
等
先
進
聞
と
高
わ
れ
巧
F

a

i

l

-

-

A

ω

副
鵬
幽
園
'

る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
さ
え
、
ほ
う
開
幽
・
圃
・
圃
圃
置
開
問
/
も

酬
島
由
E
・
E
.，
此
の

剛
幽
・
・
・
・
・
・
・
・
園
田
晴
圃
・
・
・
・
・
圃
圃
圃
一
環
E
買

っ
て
お
け
ば
理
数
系
の
ザ
科
、
『

t
a
a酒
濁
酒
掴
酒
田

'
F
B
F』
・
・
・
・
・
・
閉
所

特
に
コ
ン
ビ
ュ
タ
関
連
は
男
田

両
制
凶
・
・
・
・
副
回
闘
掴
・
・
・
・
圃
劃
と

性
が
陀
倒
的
に
多
く
な
る
。
一

d
n圃
・

・

・

・

・

志

方
女
性
は
福
利
や
教
育
、
普
通

院

駒

岨

・

・

・

・

・

E
J
C

と
い
っ
た
伝
統
的
に
女
の
仕
事

副
司
崎
温
・
・
剛
司
・
・
・
・
・
司

間
企
も

と
さ
れ
て
い
る
蓄
を
選
択
L

a

-

-

聞

us--.

z闘

が
ち
と
い
う
。

祖
師
附
ル
組

緬

週

『

、

τ(

町
一
、
問
炉
化
恥
恥
W
刷制
・田

¥

間

帯

九

李
が
館
数
系
科
目
を
華

麗

議

説

盤

i
i人

間
早
さ

よ
う
に
、
単
位
の
割
摺
な
ど
誘

Z隣
樹
刊

ut--E圃
聞
事

田
空

導
容
を
と
っ
て
い
る
。
ト
l
ネ

圃
'
量
-
E
a
-
-
-
-
-
-
-
-
限
勝

目

一

一

東

京

都

・
北
区
議
会
は
十
じ
付
き
で
、
賛
成
多
数
で
採
択
し
の
署
名
宇
添
そ
提
出
(
提
州

1
ル
酬
登
山
の
使
用
禁
主
し
無

‘.F
M・
-
固
・
・
・
・
圃
圃
・
・
圃圃瞬
ー

聞
z
ラ

さ
ん
は
い
う
。
「
コ
ン
ビ
ュ

l

・
時
制
、
司
E
a
a
-
-
幽
・
聞
闘
い

四ウ

・

日
の
本
会
議
モ
、
焼
却
時
に
猛
た
。
こ
う
し
た
陳
情
の
議
会
探
後
に
集
約
さ
れ
た
署
名
宝
U
め
笛
な
代
醤
品
に
切
り
か
え
亡
下

車

の

職

場

を

奈

霊

J
E

・E-一
立

恵

子

オ

キ

シ

ン

が

発

生

す

択

は

全

国

で

初

め

て

。

る

と

千

人

世

に

室

。

さ

と

と

い

之

の

で

、

医

す
る
埋
出
と
し
て
、
乙
の
業
界

H

E

E

-

-

L
料

制

ド

」

る

編

化

ビ

ニ

ー
ル
製
品
の
、
公
陳
情
は
、
同
区
の
由
民
団
体
陳
情
密
百
は
『
人
体
に
肯
省
党
(
九
議
員
)
#
除
く
一一
一
十
七

一----一一一----一一一---EE-------一一一『自由一一-
一一一一一一一---
m----一一-----一一一----一一一----一一一------
一
共
施
設
で
の
使
用
禁
止
を
区
に
「
北
問
掃
工
場
と
ダ
イ
オ
シ
キ
な
発
癌
物
質
ダ
イ
オ
シ
キ
ン
の
議
員
の
賓
成
で
採
択
さ
れ
た
。

企
業

・
悶
体
等
の
政
治
献
金
を
↑
求
め
た
陳
情
を
、
「
趣
旨
に
治
ン
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
戸
白
岩
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
学
校
を
合
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
北
消

鎖
止
す
る
政
治
白
金
規
正
法
改

一

-Zつ
努
h
H
す
る
」
と
の
覧
幸
代
表
)
が
、
七
百
十
四
人
め
た
公
共
施
設
で
の
壇
化
ピ
ニ
宇
場
の
宅
待
え
に
よ
る
薪

正
の
賛
否
。
政
党
助
成
法
廃
止

一----一-FF--
-一--一守
司----一一一一
一一-----一一--
-一一
一一
-EE--一----
一一一----
一一一---EE-----EE--EEEE---一--一一---一-----一一一-EE--一一
一----一一
一----一一一-EEE-
-
F
E
E
-
-
-
-
E
E
-
-一
一
=
=
=
=
=
=

に
対
す
る
考
え
な
ど
ロ
③
は
周
一

i
、N
忌

右

前

官

川

木

に

も

勝

る

血

痕

主

義

で

、

非

年

の

ド

イ

ツ

統

一
ま
で
の
問
う
言
葉
自
俸
が
法
の
中
か
ら
梢

必
弔
問
問
法
案
一
伊
樫
出
が
禁
じ
て
一

忌
計
緊
認
出
羽
剥
議
凶
嫡
…
附
子
は
母
親
の
血
族
で
は
嫡
に
、
理
行
の
「
非
嫡
出
子
の
法
え
、
婚
胴
に
対
す
る
国
家
の
過

い

る

需

的

円

曜

の

行

事

一

一

-

一

一

ヨ

-

至

ヨ

隠

出

だ

が

、

父

警

は

震

関

係

的

地

位

に

闘

す

る

法

律

」
で
、
干
渉
を
誇
る
た
め
に
、
父
母

海
外
で
の
武
力
行
使
に
つ
な
が
-
頂
金
方
分
訴
訟
向
車

な
し
と
さ
れ
て
き
た
。
モ
の
た
父
子
関
係
、
親
権
、
相
続
権
な
の
宿
利
を
強
化
し
た
。

ら
な
い
か
。
盗
聴
法
案
等
組
織

一

A

，〆

/
/
4
L
U

め

父

子

陶

係

は

法

律

上

で

は

扶

「

円

本

と

遣

う

の

は

、

血

統

的
な
犯
罪
に
対
処
す
る
た
め
の

一

住

民

票

の

子

ど

も

の

続

柄

の

誕

の

義

務

は

匁

¥

、

相

続

の

権

甫

夜

主

義

で

あ

る

こ

と

か

ら

、

二
法
案
は
潜
法
に
保
障
す
る
と
一
記
載

は

、

や

っ

と

平

等

に

な

っ

利

も

な

か

っ

た

。

国

家

の

秩

序

血

統

は

母

と

し

た

こ

と

。

そ

の

乙

ろ

の

人

崎

位

茜

に

な

ら

な

い

一

た

も

の

の

、

い

ま

だ

に

一

い

籍

、

に

そ

ぐ

わ

な

い

形

で

、

子

ど

も

卜

で

父

が

誰

か

宇

定

め

る

規

定

か

。

憲

法

調

査

委

員

会

説

的

推

一

相

続

に

婚

外

子

へ

の

差

別

の

あ

を

産

む

と

と

は

国

家

の

規

定

外

お

い

た

」

と

岩

志

さ

ん

。

子

ど

進
議
員
連
盟
に
つ
い
て
ど
う
一思

一

る

日

本

。

燭

外

子

の

相

続

差

別

で

、

母

親

が

不

道

徳

と

い

う

こ

も

か

、

自

分

の

父

方

の

血

「
比
例
名
簿
」
は
男
女
交
互
に
!

9
政

党

に

最

低

ぬ

%

の

女

性

候

補

を

l

ボ
ト
ル
栽
培
を
し
て
い
る
浜

川

日

弁

起

が

、

子

y

乙

買

春

を

、

な

ぜ

少

年

法

で

や

め

さ

松
市
の
中
学
校
な
ど
身
近
な

川
法

の

目

的

か

ら

「

子

戸

」

も

の

付

き

こ

と

が

出

来

な

い

の

で

素
財
を
生
虫
元
教
"
に
し
て

川
健

や

か

な

成

長

」

を

抜

い

し

よ

う

一か
ワ

い
く
た
く
さ
ん
の
実
践
や
提

川
て

、

「

子

ど

も

の

権

利

擁

子

ど

も

が

意

見

を

表

明

で

案
7
例

が

聞

け

る

。

川

護

」

の

み

に

限

定

し

、

撃

さ

、

法

的

に

貫

任

毒

て

る

6

日

は

、

学

校

僕

闘

を

つ

川

以

外

の

機

関

で

救

済

す

や

よ

よ

う

に

す

る

た

め

に

は

、

下

川
夏
休
み
の
8
月
4
日
1
6

葱
下
習
指
導
要
領
の
「
総
合
く
り
そ
の
素
材
で
給
食
を
つ
州
、
2
一

言

っ

て

い

季

九

大

賛

成

ど

も

(

同

歳

未

満

を

含

め

川
目

、

裏

京

ビ

ッ

グ

サ

イ

ト

西

的

学

習

」

の

基

軸

に

、

く

り

、

荒

れ

た

下

y
ち
た
ち

川
で

す

。

少

年

法

も

こ

の

際

、

て

)

に

も

参

政

憎

が

必

要

と

川

l
ホ
l
ル
で

聞

か

れ

る

町

田

教

「

食

」

と

「

雌

」

宇

飽

こ

う

が

変

わ

っ

た

経

験

を

持

つ

カ

川
目

的

の

「

肯

少

年

の

健

全

古

川

与

え

て

い

ま

す

。

川
育
総
合
展
(
主
催

・
日

本

教

と

い

う

-ジ

ね

り

が

教

育

界

に

リ

フ

ォ

ル

ニ

ア

州

の

ア

リ

ス

川

成

」

を

「

刑

窃

責

任

に

お

け

具

体

的

に

は

、

サ

ッ

カ

ー

川
向
新
聞
社
、

実

行

委

員

会

・

お

こ

っ

て

い

る

。

そ

の

「食

・

ウ

ォ

l
タ
さ
ん
の
講
演

川
る

手

ど

も

の

ハ

ン

デ

ィ

を

考

く

じ

の

よ

う

に

、

何

歳

以

下

川
食

般

教

育

推

受

譲

H

事

務

般

教

育

」
の
す
べ
て
を
具
体
(
交
渉
中
)
ど
の
実
践
は
全

川
慮

す

る

」

と

い

っ

た

も

の

に

の

下

Y
忍
は
何
を
し
て
は
ダ

川
局
・
騰
文

協

)

は

、

「

食

農

的

に

見

什

各

企

両

だ

。

展

示

米

の

中

学

1
0
0
0校
に
広

川
変

え

て

は

い

か

が

で

し

ょ

う

メ

と

い

-

コ

法

作

、

条

例

の

制

川

B

E

l
i

t
-

-

ー

ゾ

1
ン
で
は
、
学
校
震
を
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
つ
づ

川
か
9

定
・
改
廃
に
は
、
子
ど
も
の
国

圃
-
・

…

u
a
a

使
つ
て
の
先
進
的
事
例
ゃ
、
く
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
「生

川

安

パ

コ

や

ら

、

サ

ッ

カ

ー

民

投

票

・

住

民

投

票

ゃ

、

子

ど

川

園

・

軍

華

社
会
人
先
生
の
知
恵
か
ら
一
学
三
者
む
童
書
の

t
t
Eや
ら

大

も

の

一

品

会

の

盟

主

ー

・

・

・

副

議

隊

麗

ぷ
、
食
品
の
体
験
弔
問
用
実
践
」
。
全
校
で
…
遣
や
果
樹

川
人
な
ら
絶
対
闘
せ
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
け
ど
。
件
づ
け
な
い
と
、

S
E

園

周

知

・

1
、

号

室

量

示

、

7t
固
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
川
も
の
で
手
記
事
事
し
た
下
ど
も
民
主
で
や
め
ろ
と
っ
て
不
平
等
で
す
。

圃
-
-
-
a
眼
眠
障
臨

料
理
教
室
な
ど
意
欲
的
企
画
浦
和
の
中
尾
小
学
校
、
地
域
山
り
す
る
根
犯
わ
な
く
な
る
と
言
っ
て
い
る
法
の
同
的
京
都
府
八
幡
市
・室

尚

聖

川
園
圃
・
園
・
・
・
・
・
・
・

が
ズ
ラ
リ
。
教
材
づ
く
り
の
の
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
自

川-一一
一----一一
一----一---一-----一一-----一一
一---
一-一----一-----一一
一---
-一一一-----"---一一一--E-一一一----一一一----一一一----

-一
一一周
-E-一一一----
一一一--Em
--一
---一-
--
--一--一---一一一一
----一一-----一一-----一一
一------一
--
--
-----------一一---
-一-
一--
m
盟

関

週

・

圃

・

・

相
談
コ
ー
ナ
ー
も

Fる
。
発
的
協
力
で
進
各
荷
量

H

論
家
)
さ
ん
が
選
考
。
優
秀

E
E
--EBEz
--一

「
女
性
ニ
ュ
ー
ズ
」

5
月

年

H

だ
っ
た
何
年
9
月
4
弓

川

喧

帽

内

温

.

.

 

ま
た
、

5
白
、
白
に
は
糸
、
行
霊
な
ど
を
作
っ
て

…

一

行

詩

を

募

集

l
津

市

女

性

行

政

室

Zは
9
月
下
旬
に
躍
す

=

-

長

室

=

一

、

、

川

p
-
r松
島
・
・
・
・

一言
霊

一=

l

m
円
、
初
円
号
「
N
o
'
N

語
の
し
た
し
け
な
少
女
"

陣

司

監

・

・

置

は

時
か
ら
げ
時
ま
で
、
総
合
い
る
阿
山
県
久
米
市
町
誕
生
山
一

一軍

・
津
市
女
性
行
政
対
象
ど
な
宅
も
蹄
る
「
女
と
男
の
フ
ォ

l
ラ

=
一
言
二
一

居

O
『
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
「
需
が
、

3
人
の
在
沖
米
軍
兵
士

川

園

唖

箇

圃

圃

園

者
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
開
か
れ
寺
小
学
校
、
小
申
告
農
業
主
で
は
、
三
行
詩
」
章
旗
め
切
り

7
月
別
日
制
ま
で
ム
」
で
発
表
し
、
作
品
集
に

一-
-
、
一
=

費

地
は
い
ら
な
い
f

沖
縄
の
交
に
レ
イ
プ
さ
れ
た
」
か
ら
始

川

幽

慣

園

田

岨

量

る

。

高

校

に

通

っ

て

高

校

住

吉

川

し

て

い

る

。

身

の

回

り

な

ど

応

募
方
法
ハ
ガ
キ
ま
た
ま
と
め
る
〔
白
状
と
記
念
品

三
一
塁
一

川

性

た

ち

の

大

行

動

」

義

ん

ま

り

ま

す

。

川

闘

田

辺

調

融

5
H
は
記
念
書
昼
食
品
加
て
の
援
し
さ

2
1じる
要

請

雲

は

F
A
X
(
0
5
9
・

3
が
贈
ら
れ
る
)
。

2
2

一歪
声
明

言

師
側

で
、
以
前
読
ん
だ
パ
ン
フ
を
沖
制
の
戦
後
日
年
を
考

川
幽
開
聞
阿
川

4

御
門
ぷ

た
ち
の
か
超
能
力
“
」
糠
谷
献
っ
て
い
る
愛
媛
県
字
和
島
な

川
平
等
へ
の
思
い
、
職
場
や
家

9
・
3
3
6
6
)
で
。
作
品
の
。
応
募
作
品
は
樟
市
に
帰

言
問

皇

刈

思
い
出
し
ま
L
た
。
ぇ
、
日
米
安
保
体
制
と
は
向

川

開

¥

叫

理

一
ぎ
ん
(
農
林
水
産
術
情
ど
、
具
体
例
6
例
が
話
さ
れ

川
庭
の

Eな
ど
な
ん
で

E
自

主

島

高

度

で

l

属
す
る
。

=一三
一
三
一
，

U

そ
の
の
パ
ン
フ
は
、
山
川
だ
っ
た
か
、
そ
の
中
で
富

山

E'
e
議

富

会
)
の
あ
と
、
フ
ォ
l

る。

川
い

4
2
h
T」
「

父

よ

」

佐

っ

き

3

点

宅

住

所

住

所

・
問
い
合
わ
せ
干

-
j

'

J

 

一通

祖

国
=

ト

腕
夫
さ
ん
の
得
か
れ
た
「
命
縄
基
地
の
果
た
し
て
き
作
復
川

・

園

。

駒

込
.

.

 

ラ
ム
「
地
域
と
結
ん
で
生
き
向
日
忌
受
講
料
5
0
0
川
「
ほ
よ
」
「
子
ど
も
よ
」
な
ど
と

・
氏
名

-m話
番
号
を
記

5
1
4
0
0
3
5沼
市
西

一一一面
雪

三一

平

ど
う
宝

・
い
ま
、
半

利

益

割

。

聖

戦

時

代

田

制

と

川
園
園
田
町
:

町

田

・

た
教
材
づ
く
り
」
。
サ
Y
マ
イ

0
円
。
定
一
口
5
0
0名。

川
誰
か
に
呼
ま
け
、
ュ
l
モ
人
。
雲
市
望
の
場
合
は
そ
丸
の
内
引
1
1
沌
山
市
民
生

一同
澗
一
両
日
=

司
1

る
闘
い
へ
う
あ
ら
た
め
て
沖
安
保
と
、
考
え
て
行
き
ま
川

.

.

.

.
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ゅフ

性

に
正
面
か
ら
向
き
合
う

1998年 6月30日〈火曜日〉

号2映閣で閤
思
香
期
の
性
と
心
の
問
題
を

描
き
つ
づ
け
て
い
る
映
画
監
督

槙
坪
多
鶴
子
さ
ん
が
、
「
援
助

交
際
」
の
問
題
に
真
正
面
か
ら

立
ち
向
か
っ
た
劇
映
画
「
わ
た

し
が
S
u
k
-
-
」
(
企
画
・
製
作

パ
オ
)
が
完
成
、
七
月
二
、
三

槙
坪
監
督
、
少
女
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
!
ジ

~ 

;強 ~illît: J 衣料2語
、ふ泌さ与 、ケ峨'+~a<li劃

'1生

98 .:z:イポング)~-ブサボm ト助成
全f警...J仁王*'と~"生き{七位ンター

一一一一勺

.::a. 一-~ 

臼
の
東
京
上
映
会
(
朝
日
生
命

ホ
l
ル
)
を
皮
切
り
に
上
映
活

動
に
入
る
。
買
春
許
容
の
社
会

の
な
か
で
、
性
と
は
伺
か
、
性

的
自
立
と
は
伺
か
を
描
い
た
作

品
だ
。
乙
の
題
名
に
は
「
自
分

の
性
を
正
し
く
見
つ
め
、
自
分

の
命
の
尊
さ
大
切
さ
歩
感
じ
取

り
n
わ
た
し
が
好
き
“
に
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
い
う
慎
坪
監
督

の
少
女
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

物
語
は
、
高
校
二
年
生
の
三

人
の
少
女
の
援
助
交
際
の
発
覚

か
ら
始
ま
る
。
「
生
徒
を
見
捨

て
な
い
」
と
立
ち
上
が
る
聾

護
、
担
任
、
生
活
指
導
部
の
三

人
の
教
師
。
そ
の
な
か
で
、
家

に
も
学
校
に
も
居
場
所
が
な
い

と
感
じ
、
性
へ
の
正
し
い
知
識

も
な
い
ま
ま
、
か
金
u

に
流
れ

て
い
く
少
女
た
ち
の
姿
が
描
き

出
さ
れ
る
。

映
画
の
圧
巻
は
、
ど
う
対
応

す
る
か
悩
み
な
が
ら
、
前
向
き

に
教
師
た
ち
が
H

性
と
心
u

の

授
業
を
す
る
場
面
だ
。
買
春
、

性
暴
力
、
覚
せ
い
剤
、

H
I
V

・
:
。
授
業
の
場
面
は
か
な
り
長

く
、
ヘ
タ
を
す
れ
ば
退
回
し
、

説
教
ゆ
¥
と
こ
ろ
だ
が
、
い
や

み
な
く
折
り
込
ま
れ
、
迫
力
と

感
動
の
あ
る
場
面
と
な
っ
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
売
買
春
を
考

え
る
授
業
。

「
私
は
し
な
い
け

ど
、
援
助
交
際
し
て
も
そ
れ
は

そ
の
人
の
勝
手
ジ
ャ
ン
?
」
と

言
っ
て
い
た
生
徒
た
ち
が
、
買

春
は
「
人
聞
が
性
器
だ
け
の
存

在
に
さ
れ
る
こ
と
」
と
気
付

き
、
さ
ら
に
「
売
る
ほ
う
は
性

器
だ
け
を
売
る
と
割
り
切
れ
る

か
」
と
い
う
教
師
の
問
い
掛
け

に
「
心
秒
失
う
」
と
い
う
答
え

を
見
つ
け
る
:
。

原
案
は
教
師
た
ち
の
実
際
の

体
験
を
ま
と
め
た
つ
援
助
交

際
H

の
少
女
た
ち
」
(
村
瀬
幸

浩
、
谷
川
千
雪
他
編
著

・
東
研

出
版
)
。ζ
れ
歩
も
と
に
、
槙
坪

さ
ん
自
身
が
性
教
育
に
携
わ
る

多
く
の
教
師
か
ら
取
材
、
映
画

の
な
か
に
生
か
し
た
。

槙
坪
さ
ん
は
、
一
九
八
五
年

に
「
パ
オ
」
を
設
立
し
て
以

来
、
思
春
期
の
若
者
た
ち
に
い

の
ち
と
愛
歩
描
い
た
作
品
を
作

り
つ
づ
け
て
き
た
。
「
八
七
年

に
作
っ
た
『
若
人
よ
』
で
高
校

生
の
望
ま
な
い
妊
娠
、
出
産
の

問
題
学
扱
い
ま
し
た
が
、
売
買

春
ま
で
描
き
き
れ
ず
、
い
つ
か

や
ら
な
け
れ
ば
、
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
九
五
年
ζ
ろ
か
ら
か
援

助
交
際
u

が
流
丘
請
の
よ
う
に

な
り
、
少
女
の
み
が
興
味
本
位

で
と
り
あ
げ
ら
れ
、
買
う
側
の

大
人
の
問
題
は
置
き
去
り
の
風

潮
に
、
早
く
少
女
の
売
貿
春
の

問
題
を
描
か
な
け
れ
ば
と
思
っ

た
の
で
す
が
・
・・
」
。
そ
の
こ
ろ
、

槙
坪
さ
ん
は
慢
性
関
節
リ
ウ
マ

チ
で
病
院
の
ベ
ッ
ド
の
上
。
製

作
は
今
年
ま
で
ず
れ
こ
ん
だ
。

槙
坪
さ
ん
の
両
手
の
指
は
反

り
か
え
り
、
歩
行
に
は
杖
が
い

る
。
車
椅
子
で
メ
ガ
ホ
ン
を
取

り
な
が
ら
撮
影
を
つ
づ
け
、
日

ミ
リ
、
カ
ラ
l
一
時
間
三
十
分

の
劇
映
画
に
し
あ
げ
た
。

映
画
は
で
き
た
が
、
小
さ
な

独
勺
プ
ロ
の
作
品
、
自
分
た
ち

で
L
L
映
活
動
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
「
パ
オ
」
で
は
い
ま
、

7
月

2
日
か
ら
上
映
活
動
を
開
始

助
成
対
象
グ
ル
ー
プ
決
定

「
エ
イ
ボ
ン
、
グ
ル
ー
プ
サ
ポ
ー
ト
」

「松任ぼかしネットワークJは、とれたて野菜持軍参

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
を
通

じ
、
よ
り
豊
か
で
充
実
し
た
生

き
方
を
求
め
る
女
性
た
ち
に
、

参
加

・
活
躍
で
き
る
機
会
と
場

を
提
供
し
よ
う
と
設
立
し
た
エ

イ
ボ
ン
女
性
文
化
セ
ン
タ
ー
が

二
十
周
年
を
迎
え
た
。
同
セ
ン

タ
ー
で
は
こ
れ
空
記
念
し
て
、

「
エ
イ
ボ
ン

・
グ
ル
ー
プ
サ
ポ

ー
ト
」
の
総
額
を
倍
額
の
四
百

万
円
と
し
助
成
グ
ル
ー
プ
を
募

集
し
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど
、

対
象
グ
ル
ー
プ
が
決
定
。
贈
呈

式
が
、
十
六
日
、
エ
イ
ボ
ン

・

ホ
ー
ル
(
東
京

・
新
宿
)
で
行

わ
れ
た
。
同
サ
ポ
ー
ト
は
、
草
の
根
で

活
路
す
る
グ
ル
ー
プ
に
助
成
金

を
贈
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
一
九

八
三
年
に
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
ま

で
に
二
百
四
グ
ル
ー
プ
が
助
成

を
受
け
て
い
る
。
今
年
は
、
助

成
対
象
を
「
活
動
実
績
二
年
以

上
十
年
未
満
の
若
い
グ
ル
ー

プ
」
に
限
っ
た
が
、
・
二
百
四
十

四
グ
ル
ー
プ
が
応
募
、
こ
の
中

か
ら
子
ど
も
、
障
害
者
、
高
齢

者
、
女
性
問
題
な
ど
を
テ
l
マ

冷
凍
物
の
そ
ら
豆
は
、
一
年
べ
ま
す
。
成
熟
後
乾
操
し
た
も

中
手
に
入
り
ま
す
が
、
初
夏
に
の
は
、
妙
り
豆
に
し
た
り
、
油

か
け
て
の
旬
に
は
、
生
の
も
の
で
揚
げ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、

ー

を
た
く
さ
ん
食
べ
た
い
も
の
で
煮
豆
に
加
工
し
た
も
の
は
n
お

糾

す

。
ζ
の
時
期
の
も
の
は
、
青
た
ふ
く
豆
u

と
呼
ば
れ
て
い
ま

野
菜
と
し
て
ゆ
で
た
り
妙
め
た
す
。
今
回
の
料
理
は
、
味
が
淡

り
、
す
り
つ
ぶ
し
た
り
し
て
食
泊
な
素
材
の
組
み
合
わ
せ
な
の

霧
謝
野
鯵
掬
レ
回
目
掛
離
区
よ
〈
舎
ラ
ヨ
リ
ア

y
ダ
ー

(第3種郵便物認可)第句 200号

に
二
十
二
グ
ル
ー
プ
が
選
ば
れ

た
。今
年
の
新
し
い
傾
向
は
、
応

募
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ζ

と
。選
考
に
当
た
っ
た
顧
問
委
員

の
沖
藤
典
子
(
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
作
家
)
さ
ん
は
、
「
こ
れ

ま
で
は
、

n

私
た
ち
は
い
い
こ

と
を
や
っ
て
い
る
。
ど
う
で
す

か
“
だ
っ
た
が
、
今
回
は
活
動

に
よ
っ
て
自
分
た
ち
が
良
く
な

っ
て
い
く
と
い
う
自
己
啓
発

的
、
自
己
成
長
的
な
活
動
を
し

で
、
仕
上
げ
に
、
中
国
で
好
ま

れ
て
い
る
ス
パ
イ
ス
香
菜
(
シ

ャ
ン
Y
ァ
イ
)
を
使
い
、
味
に

ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
ま
し
た
。

《そ
ら
豆
と
た
こ
の
中
国
風

妙
め
》【作
り
方
】

①
そ
ら
豆
は
約
3
分
ゆ
で
、

皮
を
む
く
。
し
ょ
A
t
が
は
皮
を

む
い
て
薄
切
り
に
す
る
。

す
②
た
こ
は
i
叩
の
輪
切
り
に

ま
す
る
。

制
③
フ
ラ
イ
パ
ン
に
と
ま
油
を

そを欲食AM
 

色しら夏初

中
国
の
「
雷
菜
」
(
シ
ャ
ン

y
ァ
イ
)
は
、
英
名
で
は
コ

リ
ア
ン
ダ
ー
。

一
般
的
に

は
、
果
実
の
部
分
を
ス
パ
イ

ス
と
し
て
使
い
ま
す
が
、
東

南
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
料
理

で
は
、
葉
の
部
分
を
粥
に
散

ら
し
た
り
、
料
理
の
添
え
物

て
い
る
と
こ
ろ
を
選
ん
だ
」
。
ま

た
、
島
森
路
子
(
「
広
告
批
評
」

編
集
長
)
さ
ん
は
「
金
満
国
家

と
い
わ
れ
る
昨
今
、
自
己
犠
牲

的
に
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多

い
ζ
と
を
感
じ
た
。
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
、
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
で
日
本
の
女
性
が
生
活
の
す

み
ず
み
で
H

仕
事
“
を
し
て
い

る
ζ
と
を
再
認
識
し
た
」
と
講

豆
1
0贈

呈
式
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ

が
、
日
頃
活
動
に
便
っ
て
い
る

人
形
、
考
案
し
た
も
の
、
あ
る

い
は
、
と
れ
た
て
の
野
菜
な
ど

を
持
参
し
て
活
動
内
容
を
ア
ピ

ー
ル
。
「
助
成
金
を
生
か
し
、

さ
ら
に
活
動
を
広
げ
た
い
」
と

喜
び
を
語
っ
て
い
た
。

熱
し
、
生
萎
を
入
れ
、
香
り

が
立
っ
た
ら
、
そ
ら
豆
、
た

こ
砂
入
れ
て
手
早
く
妙
め
合

わ
せ
る
。

④
酒
、
塩
、
ホ
ヲ
イ
ト
ベ

パ
l
、
醤
油
で
調
味
し
、
水

溶
き
片
栗
粉
を
回
し
か
ら
め

る。
⑤
皿
に
盛
り
、
香
菜
を
振

り
か
け
る
。

(
資
料
提
供

・
ラ
イ
オ
ン

側
食
品
研
究
所
/
料
理
指
導

.
園
田
じ
口
子
)

と
し
て
利
用
し
ま
す
。
日

本
の
パ
セ
リ
と
同
じ
感
覚

で
使
い
ま
す
。
独
特
の
香

り
が
あ
り
、
日
本
人
の
中

上
映
希
望
受
け
付
け
中
。
学
校

で
の
上
映
な
ら
十
万
円
、
一
般

は
十
二
万
円
で
上
映
で
き
る
。

上
映
会
食
7
月
2
日
岡
、

3

日
働
問
時
叩
分
東
京
・
朝
日

牛
命
ホ
l
ル
(
新
宿
駅
西
口
)
。

上
映
と
講
演
(
村
瀬
幸
浩
)
大

人
1
2
0
0円
、
高
校
生
以
下

8
0
0円
日
前
売
り
。

A
H
8日

同
沖
縄
・
那
覇
市
民
会
館
公
同

日
附
岡
山

・
鏡
野
町
町
民
ホ
ー

ル
公
げ
日
幽
大
阪
・
朝
日
生
命

ホ

i
ル
。
以
下
、
神
戸
、
広

島
、
名
古
毘
等
で
上
映
。
問
い

合
わ
せ
・
パ
オ
密

ω・
3
3
2

門

t
・

円

d
tAFD
n
u

「二

O
世
紀
を

ま
る
ご
と
生
き
て
」

櫛
田
ふ
き
著

ぷ強襲九
十
九
歳
で
現
役
の
女
性
団

ヨ
ロ
イ
を
着
た
虫
た
ち
展

|杉並区立郷土博物館 |

人
類
の
歴
史
よ
れ
£
古
い
カ

ブ
ト
虫
の
仲
間
た
ち
が
、
や
が

て
人
と
関
わ
り
を
持
っ
た
こ
と

を
物
語
る
古
代
の
文
化
や
芸
術

品
も
紹
介
。

主
な
展
示
は
、
カ
ブ
ト
ム

シ
、
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
や
そ
の
仲

間
の
昆
虫
標
本
、
形
態
と
生
態

を
知
る
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
テ
レ
ビ

の
上
映
や
、
車
外
で
は
、
生
き

て
い
る
昆
虫
の
展
示
な
ど
。
八

月
に
は
、
虫
の
折
り
紙
教
室
、

昆
虫
の
ビ
デ
オ
上
映
も
。

記
長
に
な
り
、
以
後
半
世
紀
、

婦
人
運
動
ひ
と
す
じ
と
い
、
フ
変

わ
っ
た
経
歴
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
夫
の
死
後
、
た
だ
慎
ま
し

く
生
き
る
の
は
嫌
で
、
岸
裁
を

な
ら
っ
た
り
保
険
の
勧
誘
を
し

た
り
。
近
所
だ
っ
た
壷
井
栄
夫

妻
と
仲
良
く
な
り
そ
れ
か
ら
宮

本
百
合
子
と
の
親
交
。
戦
中
か

ら
戦
後
に
か
け
て
家
族
や
親
し

い
友
と
同
人
誌
を
作
り
・・・とい

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
見
て
も
、
戦

後
、
突
然
変
身
し
た
の
で
は
無

い
こ
と
が
わ
か
る
。

戦
後
、
宮
本
百
合
子
に
勧
め

ら
れ
い
き
な
り
婦
人
運
動
団
体

の
そ
れ
も
要
職
に
つ
く
。
戸
惑

七
月
十
九
日
側
、
八
月
十
六

日
間
の
両
円
、
十
四
時
か
ら
講

慣
会
。
小
西
正
泰
(
農
学
博

士
)
さ
ん
(
凶
日
)
、
須
田
孫
七

(
日
本
昆
虫
学
会
会
員
)
さ
ん

(
同
日
)
。
七
月
4

一十
五
日
凶

は
、
自
然
観
察
会
(
叩
時
i
u

時
)
。
講
師
・橋
本
健
一
(
臼
木

昆
虫
学
会
会
員
)
さ
ん
。
往
復

は
が
き
で
申
し
込
む
。

入
館
料
:
一
般
百
円
、
小
中

学
生
五
十
円
。
休
館
日
・
・
月

昭
、
七
月
十
日
、
八
月
s

一十

口
u
。問
い
合
わ
せ
・
・
同
博
物
館
公

ω・3
3
1
7
・0
8
4
1

い
な
が
ら
H

身
に
あ
ま
る
u

仕

事
を
こ
な
す
う
ち
、
リ
ー
ダ
ー

に
。
婦
団
連
会
長
は
三
代
目
だ

が
も
う
四
十
年
目
で
あ
る
。

六
O
年
以
降
は
女
性
運
動
も

一
枚
岩
で
は
行
か
ず
、
苦
労
も

多
か
っ
た
と
思
う
が
、
こ
の
木

で
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
お
ら

ず
、
浬
劃
の
感
激
、
楽
し
い
思

い
出
ば
か
の
必
~
。
率
直
な
と
乙

ろ
を
聞
い
て
み
た
い
と
も
思
う

が
、
こ
う
し
た
と
こ
ろ
が
著
者

の
お
人
柄
な
の
か
も
し
れ
な

い
。

(
枝
)

(
日
本
評
論
社

百
円
)

本
体
千
七

「
は
じ
め
て
よ
む

世
界
人
権
宣
言
」

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
日
本
支
部
編

飯
沢
耕
太
郎
写
真
監
修

古川々

v
is
・

j
 

「
人
権
」
と
い
う
言
葉
が
世

界
中
に
広
ま
っ
た
の
は
、
一
九

四
八
年
、
国
際
連
合
で
世
界
人

ト山山一括一虐一

7 

月

材料 (4人分)

そら豆(正味)150g 、たと250g 、
生萎 5g、酒小さじ 2、塩少々、醤
油小さじ l、ホワイトペパー始、鶏
カ・ラスープ100cc(小さじ 1を水溶
き)、C、ま油大さじ 2、香菜(ドラ
イ)小さじ 2、水溶き片栗粉小さじ
2 

に
は
好
き
嫌
い
が
あ
る
の

で
、
加
え
過
ぎ
}
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。
生
よ
り
も
乾

燥
し
た
も
の
の
方
が
香
り

が
弱
い
の
で
使
い
や
す
い

で
し
ょ
う
。
果
実
は
、
カ

レ
l
料
理
に
良
く
合
い
ま

す。

杉
並
区
立
郷
土
博
物
館
で

は
、
七
月
一
日
同
か
ら
九
月
六

日
同
ま
で
、
夏
の
企
画
展
「
世

界
の
カ
ブ
ト
ム
シ

・
ク
ワ
ガ
タ

ム
シ
と
そ
の
仲
間
」
を
開
催
。

体
(
婦
団
連
)
会
長
で
あ
る
著

者
の
自
伝
で
あ
る
。
エ
ッ
セ
イ

を
ま
と
め
た
本
は
あ
る
が
自
伝

は
初
め
て
で
四
年
が
か
り
で
書

い
た
と
い
う
。
貴
重
一
な
記
録
で

あ
り
、
衰
え
ぬ
気
力
に
脱
帽
で

あ
る
。著
者
は
い
ま
も
集
会
な
ど
で

挨
拶
し
た
り
、
婦
団
連
の
機
関

誌
「
婦
人
通
信
」
に
エ
ッ
セ
イ

を
書
い
た
り
、
琴
¥
ほ
ど
元
気

だ
が
、
こ
の
自
伝
の
文
章
も

瑞
々
し
く
、
記
憶
は
鮮
明
だ
。

著
者
は
学
者
の
家
に
生
ま
れ

学
者
に
嫁
い
だ
奥
様
。
婦
人
運

動
に
は
無
縁
だ
っ
た
。
戦
後
、

い
き
な
り
婦
人
民
主
ク
ラ
ブ
害

権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
が

大
き
な
き
っ
か
け
と
い
う
。

杢
書
は
、

ζ
の
世
界
人
権
宣

言
三
十
条
を
、
各
界
で
活
躍
中

の
三
十
人
に
一
条
ず
つ
語
ら

せ
、
次
の
見
開
き
は
写
真
で
組

む
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
で
魅
力
あ

る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

条
約
に
関
連
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

経
験
が
思
い
思
い
に
述
べ
ら

れ
、
人
権
を
身
近
に
自
在
に
考

え
さ
せ
る
。

護
老
孟
司
さ
ん
は
、
第
十
八

条
の
思
想
や
宗
教
の
自
由
の
項

V
「
T
o
k
y
oブ
リ

ッ

ジ」

展
1
錦
絵
に
み
る
東
京
の

橋

1l
日
例
1
9月
初
日
岡
山
時

i
げ
時
※
7
月
初
日
開
館
、
月

晴、

7
月
別
日

ω休
館

G

A
S
M
U
S
E
U
Mが
す
資

料
館
(
西
武

・
花
小
金
井
駅
か

ら
パ
ス
)
明
治
東
京
名
所
に

欠
か
せ
な
い
鉄
橋

・
吾
妻
橋

・

京
橋

・
江
戸
橋

・
両
国
橋

・
海

運
橋
な
ど
約
却
の
橋
の
姿
を
描

い
た
明
治
錦
絵
約
臼
点
を
展

示
、
紹
介
無
制
問
合
せ
・
:

同
資
料
館
密
0
4
2
・
3
4
2

・1
A円
t
1
i
FD

i工
2戸 V
日った
(木)子ま

iなや
ら 1
月才E
背火か
展ぎ
(日) や叡附芳次郎製作「東京名所
10 自吾饗橋量宅建望図」明治22
町 ! 年 (1889)<石版画>

に
つ
い
て
(
自
由
と
は
な
に

か
。
そ
れ
は
行
動
の
問
題
で
あ

る
。
殺
人
と
い
う
『
思
考
』
に

は
な
ん
ら
問
題
は
な
い
。
殺
人

と
い
う
仔
為
に
問
題
が
あ
る
」

「
思
想
は
自
由
だ
が
、
表
現
は

か
な
ら
ず
し
も
自
由
で
は
な

い
。
そ
こ
の
医
別
を
は
っ
き
り

し
な
い
と
、
自
由
は
お
題
目
に

な
っ
て
し
ま
う
」
と
明
言
し
て

い
る
。
子
安
美
知
子
さ
ん
は
、
第
二

十
九
条
の
社
会
に
対
す
る
義
務

の
項
で
「
み
ん
な
が
で
き
る
こ

i
m
M時
※
水
曜
休
館
東
京
ガ

ス
・
銀
座
ポ
ケ
ッ
ト
パ
l
ク

(
地
・
銀
座
駅
5
分
)

一ニ
尺

玉
の
実
寸
模
型
、
打
ち
上
げ
装

置
な
ど
の
実
物
展
示
や
花
火
映

像
、
歴
史
、
文
化
な
ど
花
火
の

情
報
を
一
挙
紹
介
無
料
問

合
せ
・
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
密

ω

-
q
u
p
b門
t
q
4

・FD
F
D
P
D

戸。

V
沖
縄
・
大
き
な
輪
フ
ヱ
ス

タ

i
n南
部

5
口
岡
山
時
1
日
時
東
京

.
大
森
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
新

井
集
会
室
(
大
森
北
l
l
n
l

m)
ア
ニ
メ
上
映
、
写
真

展
、
寿
コ
ン
サ
ー
ト
、
物
産
展

等

無

料

宇

一催
・
:
実
行
委

連
絡
・
;
石
川
告
白・

5
7
3
6

・n
U円
I
R
d
R
U

V
映
画

『
地
殻
交
響
曲
』
ガ

イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
第
3
番

印
日
凶
岡
山
時
加
分
、
日
時
加

と
が
わ
た
し
に
も
で
き
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
幼
い
と
き
か
ら

思
い
こ
ま
さ
れ
る
こ
と
が
、
私

は
私
、
あ
な
た
は
あ
な
た
、
の

個
性
尊
重
を
で
き
な
く
さ
せ
る

遠
因
に
な
っ
て
い
る
」
と
言

い
、
金
子
み
す
ず
の
「
み
ん
な

ち
が
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」
の

詩
の
読
み
つ
ぎ
を
す
す
め
る
。

現
代
の
日
本
人
の
顔
を
中
心

に
選
ん
だ
写
真
も
、
ま
た
多
く

を
語
っ
て
い
て
、
人
聞
は
誰
も

大
事
と
思
わ
せ
る
。
(
陽
)

(
小
学
館
千
四
百
円
H
本
体
)

隅田川の花火

分
な
か
の
Z
E
R
O小
ホ
ー

ル
(
中
野
駅
南
口

8
分

)

前

売
り
1
2
0
0円
、
当
日
1
5

0
0円
主
催
:
国
際
エ
ン
ゼ

ル
協
会
東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク

ラ

ブ

甲

込
4

・
宮
本
密
&
囲

ω・3
5
5
0
・1
6
9
3

V
M
-
コ
シ
チ
ェ
ル
ニ
ヤ
ッ

ク
展お
自
国
ま
で
叩
時
加
分
1

げ
時
ア
ン
ネ
・
フ
ヨ
ン
ク
の

会
(
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
4
1
3

1

2
F
)

オ
リ
ジ
ナ
ル

展
同
時
開
催
無
料
月

・
木

・
祝
日
休
館
問
合
せ
:-
E
m

・5
4
1
i
3
・4
1
2
8

V
青
年
劇
場
公
演
「
愛
が
聞

こ
え
ま
す
か
」

却
臼
附
1
8月
2
日
岡
、
加
、

出
口
は
同
時
却
分
、
初
日
、

l

日
は
は
時
、
同
時
却
分
、

2
日

は
は
時
の
み
俳
優
座
劇
場

高
橋
正
閏
作
、
松
波
喬
介
演
出

大
人
4
5
0
0円
申
込
み

・
:
青
年
劇
劇
宮

ω・
3
3
5
2

・n
b
Q
U
つ
E
Z

らか100%だ
い。

自動匝亮・による酒掴の橿売は'f績11・・ 0、b午前日暗まで停止されています~.造・瞳聖ザンドJ一陣式会社

• 

まう

“ 

でまワア


